第25回ＦＭ桐生番組審議会議事録

【日時】平成22年9月12日（水曜日）　19時30分から20時30分

【場所】桐生ガスプラザ3階会議室

【出席者】番組審議委員：宝田尭之、峯岸政男、中里、周藤美穂、山田陽子、岡野紀子
ＦＭ桐生：塩崎泰雄、小保方貴之、宮坂あつこ
【欠席】番組審議委員：長尾昌明、丸山晴子、星野尚香
１、開会　議長　宝田恭之
２、資料等配布物の確認

1. 次第
2. 第２４回番組審議会議事録
３、報告事項

1. 3周年企画スタンプラリーについて【解説　小保方】
【解説　小保方】９月５日日曜日に８月分の抽選会を開催した。7月はスタートして間もなかった事もあり、応募総数６０弱だったが、今回、８月分の応募数が１６８、参加店も３８店舗で、非常にいい形の盛り上がりをみせた。９月も継続中、現在３６店舗に参加いただいている。
（a） 次回は１０月３日のおしゃべりサンデー番組の中で抽選会を行う。

（b） ３周年企画は１０月３日の抽選会をもって終了
（c） ７月ｉＰａｄ当選者は伊勢崎在住の方。８月は川内の６１歳の男性。
2. サイマルラジオiPhone対応について【解説　塩崎、小保方】
（a） サイマルラジオ公式ホームページhttp://www.simulradio.jp/
（b） ８月の２日からスタートした、反応はかなりあった。
（c） 当初は桐生祭りがお披露目ということで、Ｕストリームという動画配信システムと組み合わせて1Ｆ特設スタジオで放送した。

（d） 最初の１週間統計をとり７日間で一日平均１４０名、統計がとれなかった時期にもＵストリームに１日３０名からの試聴者がはいっていたので、かなり反響はあったものと思われる。
（e） ツイッターでも京都など他県からの反応もあって、増えたと思われる。

（f） リスナー（ヒゲコ様、ツイッターのフォロアー）の協力で、サイマルへアクセスに効果が出ている。
· トゥギャッター（http://togetter.com/）というつぶやきをまとめるサービスを提供しているところがある。その研究会でとった統計の発表があり、ヒゲコさんがまとめたものは、ダントツの1位（891件）だった。2位は390件くらい。

· ヒゲコさんのまとめ（http://togetter.com/id/hi_geko）その方は桐生だけの事だけをつぶやいていて、ＦＭ桐生に関連するものをまとめている
· 研究会があった日曜日はサイトのほうのアクセスも通常の２．５倍はあった
· サイマルを開始してまだ一ヶ月だが、そういった方面からのアクセスも増えている。
（g） 【解説　塩崎】
· サイマルは威力を発揮しつつある。
· おかげさまで体制を今年度４月から変え、常駐が３名いる。ほとんど番組をまかせている。収支のほうも若干上向きになり、これはみんなの努力である。
· 今回の企画も非常におもしろいということで、皆様賛同してくれたというのもありまして、いい方向がみえてきているなと思う。
· ９月中にはｉＰｈｏｎｅ、ｉＰａｄで聴けるサイマルラジオのバージョンを立ち上げる準備をしている。
（h） 【議事録の修正】（正）宝田尭之

3. 10月16日（土）末広通り歩行者天国特番について
（a） 【解説　塩崎】恒例になっている、末広町の歩行者天国が１０月の１６日土曜日の１０時から３時まで開催される。春は３年目、秋は2回目になる。そこでＦＭ桐生も特番を考えている。
（b） 【解説　小保方】
· 通常13時からの生放送時間帯に特番をいれる。

· 当日は午前中１０時からスタート、13時までを下の特設スタジオで放送
· 13時以降はＦＭ桐生に関連のあるミュージシャンに演奏してもらおうとオファーを出している。
· 13時以降の番組に関してはスポンサーもついているという事もあるので、上のスタジオで、時々は中継でつなぎながら下の様子を放送の中で盛り込んでいくという形に今考えている。
４、聴取番組についての意見と評価
市民制作番組ギミアブレイク／『Rag Time Cafe』第2、4週水曜日、19：05―20：00

番組パーソナリティー、加藤ひろこ

【解説　塩崎】生で、ひとりでやっているＤＪふうのちょっと落ち着いた雰囲気で、桐生の話とか音楽の話中心。どちらかというとやさしい、ゆったり系の番組。
【感想　岡野　委員】ゆったりと何の違和感もなく聴いた。強烈な印象でなく。
【感想　周籐　委員】今までいただいたＣＤの中で声のトーンもＢＧＭも一番聴きやすかった。ラジオは普段注意深く聴くというよりは聞き流しているのに、聴きやすかった。話しの内容が、菱の川でボート遊びをした少年の話とか、私も知っていて、桐生川のそばに住んでいて、台風のときに大騒ぎしたとか話とか、ききながしていながらも自分の耳でつかみたくなるような言葉とか色々あって聴いていておもしろかった。千九百八十何年とか掘り下げて話をしていたがそのことも良く調べてらして、聴いていて楽しかった。
【感想　イガラシ　委員】急遽ということで、流し聴きのようだったが、落ち着いて聴けた。２０代の方と今知ったが、落ち着いた話し方で色々なエピソードを知っているということで、桐生川の話とか、そんなあたりからきいたので印象にあった。気のせいかどうかわからなが、音楽の方が大きく聴こえた。
【感想　山田　委員】けっこうラジオを聴いていたと思っていたが、カトウヒロコさんは初めて。パーソナリティーが皆すごく実力をつけて番組作りを工夫している。番組づくりを丁寧にしている方はもうぐんぐん力をつけていい番組になっている。この方もまたどんどん良くなるだろうと楽しみになった。
【　委員】聴いていてトーンとリズムが放送時間帯あっていて、とても気持ちよく聴けた。音楽を流していても全曲きけないのが多いが、この番組では４曲あって全部最後まで聴きとおせた、音楽を聴きたいと思っているリスナーにはよいのではないか。いい意味のラフ、カジュアルに聴ける好印象な番組だと思った。
【感想　宝田　委員】私もいい番組だと思った。こういうトーンのものは初めて聴いた。最初二十歳くらいの子かと思ったが、落ち着いていて、どこか覚めた感じがして、良かった、言葉もはっきりしていて聴きやすかった。
【回答　塩崎】音楽が多い番組はネットには掲載できない。音楽は抜かなきゃいけない。サイマルラジオなら聴ける。伝えます。

【質問　宝田　委員】最初きいたとき、冒頭に物語がはいっていたが、何かと思った。連続ものなのか、物語は番組で作っているものなのか。おもしろいです。
【回答　塩崎】最初の部分は７時からの番組がはいっていた。伝えます。
【解説　小保方　塩崎】「手のひらの呟き」水曜日、19：00～19：05　番組パーソナリティー　オズ
一話完結の物語。回によっては長くする。番組を制作したいという方に時間帯5分間を買ってもらい、放送している。シナリオは作家とパーソナリティーが制作。
【質問　宝田　委員】「手のひらのつぶやきが」終わってちょっと間隔があいて、若干間がある。この番組が始まるときに市民製作というのを強調しているが、どこが市民製作なのか良くわからない。
【解説　塩崎】月曜から木曜まで、１９時台はＮＰＯが企画をしている。ＦＭ桐生の色ではなく市民の方が自由に使ってもらっている番組。市民に役立つ情報、直接関係した事柄を中心にという話をしている。中にはＪＳＴの担当の水曜日の番組とか金子さんと岩崎さんがやっている桐生の情報満載の番組がある。他の時間帯は大学生を呼んでいた。

加藤ヒロコさんは番組制作希望者。他の番組には出せないので、お預かりをして教育をしてかなりきつい制約の中で始めた。最初から一人で学んできた、根性がある。聴いていていわゆるＦＭの話し方ですとか演出ですとかこれはひとつあってもいいかなと、それで「なるべく桐生市の情報をいれて」という話でやってきた。

【質問　宝田　委員】桐生の情報をいれているから市民製作ですか。僕は最初市民の人がつくっている題材とか、製作するのが市民であって、桐生市を強調しようとしている。

【回答　塩崎】そういうことです。ローカル色を強く出そうとしている。
【感想　星野委員（紹介　小保方）】心地よいトーンでながら作業にもぴったりの雰囲気、内容も自然でよかった。
【感想　宝田　委員】これほど全員が良かったというのはめずらしい。今回はパーフェクトで。それくらい良かったです。
【質問　宝田　委員】この「Lag　Time　Cafe」これは加藤さんの番組のタイトルか。

【解説　塩崎】市民製作番組という大きな枠の中で、曜日ごとにそのサブタイトルは自由につけている。

月曜「Go to the Rainbow 」火曜１、３、５週「くらくら・エブリボディ」２、４週「本町５丁目大人の時間」水曜１、３、５週「クッキーですよ」２、４週「Rag time Cafe」木曜１、３、５週「未来工務店」２、４週「ぶらり旅お手伝い」バラエティーに富んだ番組。コンセプトは、町の人、話題がでてくる番組するよう指示。無償です。
５、審議事項

【岡野　委員】FM桐生が聴きたくなった。全体のレベルがあがってきという事。ただきぃこクッキーさんの番組の中で、「ざます」というおばさんが出てくる部分が、違和感がある、聴いていて意気持ちが悪くなる、もうすこし中身をしっかり練らないといけないのではないか。

【解説　小保方・塩崎】水曜１、３、５週「クッキーですよ」担当　小保方、ディレクション　ナンバ（ボランティアスタッフ）パーソナリティー　きぃこ・クッキー、岩崎静江。
わかりました。

【岡野　委員】夜間、BGMがはいっていない番組がある。会話だけでも良いが、静かなBGMがあったほうが聴きやすいのではないだろうか。昼ははいっている。

【　委員】相生５丁目なのでＦＭ桐生がはいらない。車の移動中だと落ち着いて聴けない。出力の件はどうなっているのか。

【解説　塩崎】申請よりは動向を見守りながらコンテンツの充実を図っていったほうがいいのではないかと、あるいはICDとの連携をという事を目標にしている。予算面、エリア面からサイマルラジオ、iPhoneのバージョンのものも開始する。これは非常にリーズナブルである。将来的には「ブイロウ」という、VHSの周波数がおおきくあくのでそれをどう利用しようかという研究会が発足している、小保方が参加し、情報をつかみながら、将来的には出力が話によるとK１ぐらいのだせるのではないかという話もある。
【山田　委員】サイマル放送が始まって色々なメリット効果がでてきたという報告を私も実感しているリスナーの一人である。コミュニティー放送とツイッターで連動してさせているコミュニティー放送局は全国で２０局ぐらいあるが、FM桐生が一番使っているように思う。それに加えて、サイマルがはいったことによって更にリスナー間の交流がおきている、それを支えているのはコンテンツの多さである。
桐生のおもしろい人材が番組をもっているので、マニアックでしかもが桐生にこだわって番組作りをしている人がいるとそれが突破口になって、地方に伝播していくようなことも感じている、直接的な経済効果につながっているのを感じる。
スタンプラリーもとても参加しやすい、直接的に効果も還元するような仕組みをとっているいい企画である。
サイマルが始まって非常に評価が高いとあらためてわかったのは「吹奏楽の調べ」。ああいう番組はないそうだ。プロの演奏を聴くチャンスはラジオでもあるが、地元の高校生中学生の番組を聴く機会がない、しかもだいぶ吹奏楽の人がうまくなった。これは私が文化会館にいるから感じるのかもしれないが。中高生の吹く演奏曲はラジオでながれないプロがひかないような身近な曲が多い、誰が聴いても楽しい。みんながわかる楽しい曲。評価が高い。
ツイッターと連動した番組づくりがある。DJ「K」君の言葉一切しゃべらないMCなしの月に一回だけれどもすごく楽しみにしている人たちがいる、MCをひとこともしゃべらず、ツイッターでコメントをするらしい。これはおもしろいところをついた番組作りだなと、Kくんのセンスに感激した。

【解説　塩崎】NHKが始めたが、吹奏楽の番組は日本全国でもひとつだけだった。それは生放送か。

【　委員】サイマルラジオっていうのはインターネットで聴けるということですか
【解説　塩崎】インターネットをひらいてサイマルを検索し、トップページから下のほうにいくとFM桐生があります。それを開くとメディアプレイヤーがインストールされていればラジオを聴くことができます。２秒か３秒は遅れますけれど生放送です。音もCMもはいっています。世界どこででも環境があれ聴くことができます。
【山田　委員】コミュニティー放送局のことを研究している「フロノ」という人物がいた。フロノさんの意見というものは今後も注意してみていきたいと思いました。（00：37：27）
【解説　塩崎】ツイッターはここ１年くらいで爆発的に広がった。その前はブログがあり、どんどん色々なメディアがでてくるけれどもキャッチアップしながら地域の放送局、地域の情報で何ができるかというのを試しにやっている。システム自体がもう既存のPCを連携して、本当に放送局にある装置ではない。われわれの試みはそこから始まっていて、おもしろい放送局であるとは思う。
【　委員】サイマルラジオというのはいつごろ始まったのですか

【解説　小保方　塩崎】サイマルラジオというのは３年前、桐生が参加したのは８月。最近まではハードルが高かった。曲が半分しか流せないとか、毎月１０万とるとかだったので、それが最近とれましたので、早速参加した。

【　委員】先日たまたま黒保根で、熊の事件があって、新聞社や放送局にFAXを役所のほうから流したが、こちらのFAXが留守電にはいってしまうのでFAXがながせない

【解説　塩崎】専用線にして解決至急対策します。

【　委員】熱中症の件で。パーソナリティーの方にこれまでも注意を喚起するときに役所のほうからということで、今朝宮坂さんも言っていただいて大変助かった。そういう意味で
【解説　塩崎　小保方】先日前橋の気象台のほうからインフォメーションがありまして直撃するかもしれないからという情報があった。昼間はもちろん、夜は生がなくても台風の情報を流すような体制にする、生の最新のものがくるので、情報をいれてどこは注意してくださいのようなインフォメーションを流すような体制がとれるようにする。９月１日の防災の日もある。
　対策本部が市役所に設置される、またはされたというときにこちらのほうそこからつねに情報がもらえればすぐに出せるような形にしておく。リスナーがニュース等で得られる以上の情報を受け取れるように、桐生市のほうと話をしながら決めていく。
緊急時の放送としては桐生市と文書と取り交わしている。桐生ガスさんともライフラインを＊＊するところまですすめさせていただきたい。
【質問　宝田　委員】番組がずいぶんおもしろくなってきた。これだけ色々な人の意見もでてくるようになったが、悪い意見ははいってこないのか。情報が拡大していけば悪い意見がでてくる、そういう意見も知っておかないといけない。
【解説　塩崎　小保方】現場には最近はいってこないが、多少ある。
　最近のケース、（パーソナリティー）橋本さんの場合：主催者の意図のちがう内容を、ラジオに出演した参加者が主催者側であるかのように話したため、問題がおこったことがあった。
　そのケースの場合では、参加のＰＲはかまいませんし、主催者側の意図を汲んで了解がとれていれば、主催者の代表としてそこで出てもらって一向にかまいませんでした。けれども、すでに主催者の方がほかのところに出てらっしゃって、それはわかっておりましたので、そこであえて主催者の挨拶はしないようにとお願いをした。
ＦＭ桐生としてはきちんとしたルートをとおりながら、きちんとしたインフォメーションを流すというのが原則となります。
【岡野　委員】来月の三周年記念イベントにプレゼントを出したい。中身はまだ考えていないがプレゼントしたいという気持ちになった。

【塩崎】ありがとうございます。
【提案　宝田　委員】桐生から出て、海外も含めて特にアジアに出てった人もいると思が、そういう人にそこからレポートしてもらうというのはどうだろうか、桐生の外で活躍しているというのも励みになると思う。
これは工学部の話になるが、工学部でも卒業生がどこで活躍しているとか、活躍している人を呼んで講演会をひらいたりしている。かなりの著名人もいますしね。
【　塩崎】わかりました。現在は未定だが、そういうお話しはいただいている。
【提案　岡野　委員】その逆だが、今桐生が良くて、若者が住み着きだしている。そういう人たちをとりあげるのはどうだろうか。昨日もタイムスで２０代の子が桐生をすごく気に入たので桐生に住んでいますと記事にコメントがあった。外から桐生へ来た人たちをとりあげるのもおもしろいと思いました。

６、次回開催日程

平成22年11月10日19時30分
ガスプラザ３階会議室

７、閉会
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